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１． 研究計画の概要 
平成 20年度から 24年度にかけての 5年間

の研究計画は次の通りである。 
(1) 研究体制の確立と理論枠組みの整理 
本研究は少子高齢社会の階層格差につい

て、実証的かつ理論的な検討を実施すること
を目的とする。初年度は、研究体制を確立し、
本研究の理論的枠組みを中心に検討した。 
(2) 自治体調査の実施 
東京都稲城市から協力を得て、「稲城市住

民の生活実態に関するアンケート調査」と面
接調査を実施した。 
(3) 全国調査の実施 
2010年 8 月、全国の 50 歳以上 85歳未満の

男女を対象に「中高年の生活実態に関する全
国調査」を実施した。 

(4) 調査データの分析 
上 2つの社会調査データの分析、検討を進

める。さらに、所得と家族に関する既存のミ
クロデータについても分析する。 

(5)新たな社会階層論に向けた検討 
少子高齢社会の階層構造のメカニズムを

検討、考察し、政策理念の一つともなりうる
公共性概念の構築を試みる。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでに本研究では大きく 3つのことを
行ってきた。 
(1) 大規模社会調査の実施 
稲城市と全国を対象とした二つの大規模

社会調査を実施した。稲城市からの協力を得
て実施した「稲城市住民の生活実態に関する
アンケート調査」（2009 年 10 月実施）は、回
収数 3,061 ケース、そのうち 24 ケースにつ
いて詳細なインタビュー調査を実施した。興
味深い分析結果の一つに、高齢層の社会的活

動（趣味、老人クラブ、ボランティア等）の
ジェンダー差がある。男性は仕事があると社
会的活動も活発であるが、無職者が増える 75
歳以上になると社会的活動の程度は大きく
低下する。女性にも同様の傾向が認められる
が、もともと就労率が低く、その低下程度は
男性ほどではない。仕事が中心の生活からの
移行がうまく進まないと、男性のほうが孤立
する危険が高い。特に男性の間で、支援ネッ
トワーク保有量が二極化する傾向にあった。 

面接調査では、高齢期に対する不安として
孤独死があげられ、自治体による見守りサー
ビスへの要望があった。しかし、自治体に対
する要望を積極的に述べる者は健康で、家族
もおり、近隣との関係も良好な傾向にある。
自治体行政として、声として上がってこない
福祉ニーズの高い住民をどう救いあげるか
が課題となる。 

2010年に実施した「中高年の生活実態に関
する全国調査」（中高年調査）は 71.6%の回収
率を得て、現在、データクリーニングを行っ
ている。また、「社会保障制度に対する意識
に関する調査」を実施し、2,536 ケースの回
答を得た。 
(2) 長期の所得ミクロデータ分析 
1986 年から 2007 年までの「国民生活基礎

調査」（厚生労働省）を用いて分析を進めた。
その内容は大きく 5つあり、経済的不平等の
時系列変化、生活の豊かさ意識と経済格差、
健康と経済格差、介護と経済格差、そして疑
似コーホート分析、である。 

1986 年から 2007 年にかけての相対的貧困
率（貧困率）の趨勢をみると、1986年 13.2%
で、1980年代と 90年代にかけて貧困率は 13%
台を上下する。平成不況に突入した経済の停
滞期である 90年代半ばに貧困率は 14.6%とな
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る。その後、貧困率が若干低下するが、2000
年前後で再び上昇し 2001年には 15.8%となる。
2007 年時点で日本の貧困率は 15.9%である。 
(3) 国際カンファレンスの開催 
2009年9月、イタリア、European University 

InstituteからProfessor Martin Kohli氏と
フランス、国立高齢者保険研究所(Caisse 
Nationale d’Assurance Viellesse）からDr. 
Claudine Attias-Donfut氏を招聘して、
“Social Inequality in Transferring 
Resources across Generations”と題するワ
ークショップを開催した。そこでの成果は本
研究プロジェクトのディスカッションペー
パーとして掲載されている。さらに、2010年
11月には、イェール大学にて“Searching for 
the New Wave of Japanese Studies in Social 
Sciences”と題して、Professors William 
Kelley とKaren Nakamura氏を迎えて、日本
の階層研究を含むこれからの日本研究のあ
り方を探った。 
 

３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由）本研究の中心となる中高年者を対象
とする大規模全国調査を予定通り実施し、
71%という近年には珍しい高い回収率を得る
ことができた。それには、前年に実施した「稲
城市住民の生活実態に関するアンケート調
査」ならびに面接調査での経験が大いに役立
った。国際的にも少子高齢社会の階層研究に
対する関心が高く、国内外の研究者から将来
に向けた共同研究の可能性についての問い
合わせがある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後の研究として、大きく三つのことを考
えている。第一に、2010 年中高年調査での調
査協力者 3,532 人に対して、追跡調査を実施
する。第二に、2010年中高年調査、社会保障
意識調査、所得と家族に関するミクロデータ
を用いて、本格的な分析を進める。その成果
は広く内外に公表する。 
第三に、これまで蓄積してきた実証データ

分析をもとに、公共性概念の構築に向けた研
究を本格化する。 
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